
平
成
２６
年
１２
月
１８
日（
木
）、

第
２
回
花
き
振
興
セ
ミ
ナ
ー

が
、
農
林
水
産
省
７
階
大
講
堂

に
て
１５
時
〜
１８
時
に
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
農
林
水
産
大
臣
・
西

川
公
也
氏
に
よ
る
挨
拶
が
あ

り
、
「
花
き
の
振
興
に
関
す
る

法
律
（
花
き
振
興
法
）」が
フ
ラ

ワ
ー
議
連
の
法
案
提
出
で
６
月

２０
日
に
成
立
し
た
後
、
い
よ
い

よ
１２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
平

成
２７
年
は
本
格
的
に
各
団
体
及

び
国
民
に
浸
透
さ
せ
る
事
が
報

告
さ
れ
た
。

◇

「
花
き
の
振
興
に
関
す
る
法

律
」施
行
、基
本
方
針
の
策
定
、

及
び
平
成
２７
年
度
花
き
関
係
予

算
概
算
要
求
に
つ
い
て

生
産
局
花
き
産
業
・
施
設
園

芸
振
興
室
・
室
長
川
合
豊
彦
氏

が
、
国
産
花
き
の
強
み
と
国
産

花
き
の
課
題
、
そ
し
て
今
後
の

花
き
業
界
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
を
交
え
な
が
ら
、
施
行
法

を
、
資
料
、
画
像
、
及
び
事
例

を
交
え
て
丁
寧
に
報
告
し
た
。

○
「
花
き
の
振
興
に
関
す
る
法

律
」
の
要
点
と
ポ
イ
ン
ト

第
一
条

目
的

花
き
産
業
の
健
全
な
発
展
と

心
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現

第
二
条

定
義

「
花
き
」
と
は
観
賞
の
用
に

供
さ
れ
る
植
物
を
い
う
（
具

体
的
に
植
木
協
会
員
の
生
産

植
物
は
、
盆
栽
、
芝
、
庭
園

木
、
花
木
、
公
園
街
路
樹
用

樹
木
、地
被
、室
内
・
壁
面
・

屋
上
緑
化
用
植
物
等
が
含
ま

れ
る
）

２
項
「
花
き
産
業
」と
は
、

花
き
の
生
産
、
流
通
、
販
売

ま
た
は
新
品
種
の
育
種
の
事

業
を
い
う

第
三
条

基
本
方
針

農
林
水
産
大
臣
は
花
き
産
業

及
び
花
き
の
文
化
の
振
興
に

関
す
る
基
本
方
針
（
以
下
単

に
「
基
本
方
針
」
と
い
う
）

を
定
め
る
も
の
と
す
る

第
四
条

振
興
計
画

都
道
府
県
は
、
花
き
産
業
及

び
花
き
文
化
の
振
興
に
関
す

る
計
画
を
策
定

第
五
条

国
、地
方
公
共
団
体
、

事
業
者
、
研
究
機
関
等
の
連

携
の
強
化
を
は
か
る

第
六
条

生
産
者
の
経
営
の
安

定燃
油
価
格
や
資
材
費
の
高

騰
、
災
害
の
発
生
等
に
よ

り
、
経
営
の
圧
迫
さ
れ
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
る
中
、
国

や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
生

産
者
の
経
営
の
安
定
の
た
め

の
支
援
が
規
定
さ
れ
て
い
る

第
七
条

生
産
性
及
び
品
質
の

向
上
の
促
進

国
産
シ
ェ
ア
の
奪
還
と
輸
出

拡
大
に
向
け
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
生
産
性
と
品

質
の
向
上
の
促
進
の
た
め
の

支
援
が
規
定
さ
れ
た

第
八
条

加
工
及
び
流
通
の
高

度
化

産
地
か
ら
市
場
、
小
売
店
に

至
る
ま
で
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
の
整
備
や
流
通
経
営
の

合
理
化
が
必
要
な
事
か
ら
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

加
工
及
び
流
通
の
高
度
化
に

向
け
た
支
援
が
規
定
さ
れ
た

第
九
条

鮮
度
の
保
持
の
重
要

性
へ
の
留
意

国
産
花
き
の
強
み
で
あ
る
日

持
ち
性
の
向
上
の
た
め
に

は
、
産
地
か
ら
小
売
店
に
至

る
ま
で
の
流
通
段
階
に
お
け

る
鮮
度
保
持
が
特
に
重
要
で

あ
る

第
十
条

輸
出
の
促
進

国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

輸
出
促
進
に
向
け
た
支
援
が

規
定
さ
れ
た
（
平
成
３２
年
度

１
５
０
億
円
目
標
）

第
十
一
条

研
究
開
発
事
業
計

画
の
認
定

第
十
三
条
の
種
苗
法
の
特
例

を
受
け
る
に
は
、
研
究
開
発

事
業
計
画
を
作
成
し
、
農
林

水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
る

第
十
二
条

研
究
開
発
事
業
計

画
の
変
更
等

認
定
研
究
開
発
事
業
者
は
当

該
認
定
に
係
る
研
究
開
発
事

業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
農
林
水
産
大
臣

に
変
更
の
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
十
三
条

種
苗
法
の
特
例

国
産
シ
ェ
ア
の
奪
還
と
輸
出

拡
大
に
向
け
、
品
種
開
発
を

加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

国
際
競
争
力
強
化
及
び
品
種

開
発
、
増
殖
技
術
の
高
度
化

に
取
り
組
む
者
に
対
し
、
品

種
登
録
の
出
願
料
及
び
登
録

料
を
減
免
す
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
た

第
十
四
条

報
告
の
徴
収

農
林
水
産
大
臣
は
、
認
定
研

究
開
発
機
関
事
業
者
に
対
し

実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
る
事
が
出
来
る

第
十
五
条

研
究
開
発
等
の
推

進
等

国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

研
究
開
発
の
推
進
の
た
め
の

支
援
が
規
定
さ
れ
た

第
十
六
条

花
き
の
文
化
の
振

興公
共
施
設
に
お
け
る
花
き
の

活
用
の
推
進
及
び
次
世
代
教

育
で
あ
る「
花
育
」の
実
施
、

新
た
な
花
文
化
の
創
出
等
、

花
き
文
化
の
振
興
に
向
け
た

支
援
が
規
定
さ
れ
た

第
十
七
条

博
覧
会
の
開
催
等

国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

博
覧
会
開
催
等
に
対
す
る
支

援
が
規
定
さ
れ
た

第
十
八
条

顕
彰

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
花

き
産
業
及
び
花
き
文
化
の
振

興
に
寄
与
し
た
者
の
顕
彰
に

努
め
る

第
十
九
条

国
の
援
助

振
興
計
画
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
、
国
に
よ
る
必
要
な
情

報
提
供
、
助
言
、
財
政
上
の

援
助
が
規
定
さ
れ
た

第
二
十
条

花
き
活
用
推
進
会

議政
府
が
、関
係
行
政
機
関（
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、国
土
交
通
省
、

環
境
省
他
）
と
連
携
し
て
花

き
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
、
花
き
活
用
推
進
会

議
（
農
水
省
が
事
務
局
）
が

規
定
さ
れ
た

第
二
十
一
条

罰
則

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
報

告
を
せ
ず
、
虚
偽
の
報
告
を

し
た
も
の
は
３０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す

法
人
の
代
表
者
及
び
代
理
人

ま
た
使
用
人
そ
の
他
従
業
員

が
前
項
に
違
反
行
為
を
し
た

時
は
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

か
、
同
様
に
刑
を
科
す
る

◇

各
都
道
府
県
で
は
、
す
で
に

協
議
会
が
設
置
さ
れ
活
動
が
開

始
さ
れ
て
い
る
報
告
が
あ
り
、

植
木
協
会
の
参
入
の
遅
れ
を
感

じ
た
。
国
及
び
公
共
団
体
、
関

係
団
体
、
生
産
か
ら
小
売
り
に

携
わ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
臨
む
報
告
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
モ
デ
ル
県
と
し
て

岐
阜
県
農
政
部
農
産
園
芸
課
野

木
森
里
香
氏
よ

り
、
全
国
に
先
駆

け
て
国
の
施
策
に

準
じ
た
「
岐
阜
県

花
き
振
興
に
関
す

る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
た
旨
報
告
さ

れ
た
。

◇

休
憩
後
、
農
林
水
産
事
務
次

官
・
皆
川
芳
嗣
氏
の
記
念
講

演
、
続
い
て
華
道
池
坊
次
期
家

元
・
池
坊
由
紀
氏
の
生
け
花
即

興
実
演
お
よ
び
、
生
け
花
文
化

の
発
展
と
心
で
生
け
る
日
本
文

化
の
発
信
者
と
し
て
の
有
意
義

な
講
演
が
あ
っ
た
。

次
に
「
今
後
の
花
き
業
界
の

発
展
に
向
け
て
」
と
題
し
、
㈱

大
田
花
き
・
社
長
磯
村
信
夫
氏

の
講
演
が
あ
り
、
福
祉
園
芸
や

花
育
と
し
て
の
お
台
場
で
の
花

壇
植
栽
、
秋
か
ら
冬
季
に
需
要

が
低
下
す
る
た
め
の
需
要
拡
大

策
、
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
実

施
状
況
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
た
夏
場
の
花
き
の
生
産
体
制

の
取
り
組
み
、
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。

福
島
県
の
生
産
農
家
で
あ
る

あ
ぶ
く
ま
カ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
グ

ル
ー
プ
代
表
の
三
浦
斉
氏
か
ら

は
、
福
島
原
発
事
故
を
原
因
と

す
る
避
難
後
３
年
目
に
ト
ル
コ

キ
キ
ョ
ウ
の
生
産
を
可
能
に
し

販
売
し
た
復
活
の
苦
労
談
が
報

告
さ
れ
、
関
連
す
る
農
水
省
の

協
力
体
制
に
は
と
て
も
感
動
を

受
け
た
。

最
後
に
、
各
業
界
団
体
責
任

者
か
ら
の
感
想
と
決
意
報
告
が

あ
り
、
日
本
植
木
協
会
か
ら
は

宍
倉
副
会
長
が
植
木
生
産
は
林

業
で
は
な
く
農
業
で
あ
る
事
、

小
さ
な
苗
木
か
ら
高
さ
１５
〜
１７

ｍ
位
の
大
木
ま
で
生
産
し
て
い

る
特
殊
な
業
態
で
あ
る
事
、
そ

し
て
現
在
の
植
木
の
輸
出
は
５０

億
位
の
額
で
あ
る
事
、
ま
た
病

害
虫
で
移
動
が
厳
し
い
樹
木
が

あ
る
状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

定
刻
に
な
り
閉
会
し
た
の

ち
、
１８
時
よ
り
地
下
食
堂
で
懇

親
会
が
催
さ
れ
た
。

コウオトメツバキ
Camellia japonica ‘Kouotome’

＊ツバキ科、常緑広葉樹、樹高３．０m位。
＊ヤブツバキの園芸品種で、赤の中輪で千重咲き。開花期は２
～４月。
＊単幹性で樹形が端正に整い、あまり大きくならないので管理
しやすい。刈込みにもよく耐える。
＊開花期が同じ白花系の品種と混植すると、紅白に咲く風情を
楽しむ事ができる。

協会カレンダー Trees＆Shrubs２０１５ １－２月頁掲載

花
き
の
振
興
に
関
す
る
法
律
１２
月
１
日
施
行

〜
農
林
水
産
省
平
成
２６
年
度
第
２
回
花
き
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜

新樹種部会

［平成２７年度予算概算要求の概要］

花いっぱいの会場で農林水産大臣・西川公也氏が冒頭の挨拶

国産花きの生産・供給対策
【７３３（５００）百万円】

１．国産花きイノベーション推進事業
５３８（５００）百万円

国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、日持ち性の向上、コ
ールドチェーンの確立、花束等の加工技術の向上等の生産・供給体制
の強化、新需要の創出に向けた取組等を支援。

補助率：定額、１／２�
�

�
�事業実施主体：花き業界関係者が組織する協議会等

２．オリンピック・パラリンピックフラワー安定供給事業
［新規］６５（－）百万円

真夏に開催される平成３２年のオリンピック・パラリンピック東京大
会において、ビクトリーブーケや会場内外で装飾される国産花きを安
定的に生産・供給する体制整備に向けた取組を支援。

補助率：定額�
�

�
�事業実施主体：民間団体等

３．トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業
［新規］１３０（－）百万円

トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会開催の前年度である平成２７年度
から出展事業計画の検討・作成、出展ブースの設計・施工、出展植物
の調査・調達等。

委託費�
�

�
�委託先：民間団体等

※セミナー当日配布資料より抜粋 （ ）内は前年予算額

宍倉副会長による報告
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緑は地
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う
コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

日
本
植
木
協
会
会
員
の
皆

様
、
及
び
関
係
各
位
の
皆
様
新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
東
京
開
催
に
あ

た
り
ご
足
労
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
あ
た
り
東
京
は
、
国
立

競
技
場
の
解
体
及
び
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
、
ま

た
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
ゾ
ー
ン
と
ベ
イ

ゾ
ー
ン
が
交
わ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
で
あ
る
晴
海
ふ
頭
の

選
手
村
、
高
速
道
路
を
中
心
と

し
た
交
通
網
の
整
備
等
、
公
共

事
業
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
緑

化
事
業
へ
の
予
算
の
配
分
も
多

少
な
り
と
も
増
額
さ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

環
境
省
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会

期
が
２０
年
７
月
２４
日
か
ら
８
月

９
日
ま
で
の
猛
暑
の
時
期
に
あ

た
り
、
都
心
部
が
高
温
と
な
る

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
マ

ラ
ソ
ン
な
ど
の
屋
外
競
技
に
影

響
を
与
え
る
事
を
懸
念
し
、
対

策
と
し
て
ビ
ル
の
屋
上
や
壁
面

の
緑
化
、
街
路
樹
の
保
全
な
ど

に
助
成
す
る
こ
と
を
表
明
し
て

い
ま
す
。

慶
応
大
学
教
授
竹
中
平
蔵
氏

の
試
算
に
よ
れ
ば
、
経
済
波
及

効
果
は
約
１９
兆
４
千
億
円
に
の

ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
際
し
て
は

ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。昨

年
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
会
員
の
知
識
の
向
上

及
び
啓
蒙
活
動
の
た
め
に
宇
都

宮
市
の
丸
治
ホ
テ
ル
に
於
い
て

７２
名
出
席
の
も
と
、
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
研
修
会
報
告
に
譲
り

ま
す
が
、
講
師
お
二
人
の
興
味

深
く
全
く
違
っ
た
講
演
を
お
聞

き
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
無
事

終
了
し
ま
し
た
事
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
、
長
野
の
御
嶽
山
、

熊
本
の
阿
蘇
山
の
噴
火
（
富
士

山
も
例
外
で
は
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
）、
台
風
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土

石
流
の
発
生
な
ど
、
日
本
列
島

を
取
巻
く
自
然
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
東
北
の
復
興
事
業
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
円
安
株

高
と
い
う
経
済
環
境
の
下
で
長

い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出

し
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

会
員
の
協
力
と
支
援
の
も
と
、

日
本
植
木
協
会
の
更
な
る
発
展

に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
２７
年
度
、
通
常
総
会
及

び
創
立
４５
周
年
記
念
全
国
大
会

が
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

で
開
催
さ
れ
る
事
を
同
じ
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
、
新
潟
県
支
部
も

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。新

潟
支
部
会
員
は
現

在
５
名
で
、
独
自
の
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
年
に

２
回
集
ま
り
近
況
報
告

や
親
協
会
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
情
報
や
報
告
を
行
い

今
ま
で
の
反
省
と
今
後

の
生
産
予
定
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
露

地
物
・
地
被
類
・
コ
ン
テ
ナ
苗

木
・
地
域
性
苗
木
と
多
種
多
様

に
生
産
販
売
を
県
内
外
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
会
員
各
社
努
力
し
て

い
ま
す
が
中
々
植
木
の
需
要
は

伸
び
ま
せ
ん
。

植
木
生
産
は
圃
場
と
人
手
が

不
可
欠
で
す
が
、
最
近
で
は
い

た
る
所
で
雑
草
の
生
い
茂
っ
た

非
耕
作
地
が
目
立
ち
ま
す
。
将

来
の
事
を
考
え
る
と
農
業
で
生

計
を
立
て
て
行
く
事
が
難
し
い

と
考
え
、
子
供
達
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
し
て
農
業
は
自
分
の
代

で
終
わ
り
と
考
え
て
い
る
農
家

が
多
い
よ
う
で
す
。
結
果
と
し

て
圃
場
は
賃
貸
・
売
買
と
数
年

前
よ
り
安
く
手
に
入
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

手
不
足
は
建
築
・
土
木
系
業
種

が
３
Ｋ
と
言
わ
れ
た
時
代
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
豊

か
な
仕
事
と
言
っ
て
も
雨
・
風

の
日
も
あ
り
ま
す
。
特
に
新
潟

県
の
冬
は
暗
い
雲
が
低
く
立
ち

込
め
、
み
ぞ
れ
や
雪
の
日
が
続

き
ま
す
。
若
者
は
も
ち
ろ
ん
中

高
年
の
方
々
も
雨
ガ
ッ
パ
を
着

て
の
作
業
は
敬
遠
さ
れ
ま
す
。

造
園
工
事
専
門
会
社
と
違
い

私
ど
も
生
産
者
は
細
か
い
仕
事

が
多
い
為
、
中
々
機
械
に
頼
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た

作
業
だ
け
に
機
械
を
使
用
し
、

ほ
と
ん
ど
は
人
手
に
頼
っ
て
い

ま
す
。

時
代
の
流
れ
で
使
用
資
材
も

縄
・
コ
モ
か
ら
麻
縄
・
麻
布
な

ど
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

又
、
事
務
方
に
限
ら
ず
見
積

り
、
納
品
、
請
求
、
情
報
処
理

な
ど
パ
ソ
コ
ン
が
な
け
れ
ば
仕

事
が
出
来
な
い
時
代
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
新
潟
県
に
も

影
響
し
て
い
る
よ
う
で
、
最
近

で
は
柑
橘
類
が
生
産
さ
れ
る
様

に
な
っ
た
り
、
当
社
の
圃
場
で

数
十
年
前
に
仕
入
れ
た
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
が
赤
い
実
を
多
く
付
け

生
育
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

立
地
条
件
や
厳
し
い
気
象
条

件
の
中
、
支
部
会
員
は
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
最
大
震
度

７
を
観
測
し
中
越
地
方
に
膨
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
中
越

大
震
災
」
か
ら
節
目
の
十
年
を

迎
え
、
全
国
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
支
援
に
感
謝
し
復

興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
為
、

２
回
目
の
全
国
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
潟
県
で
は

全
国
緑
化
フ
ェ
ア
最
終
日

に
県
知
事
よ
り
、
２２
世
紀

の
人
々
に
「
緑
の
遺
産
」

を
残
す
為
、
「
緑
の
百
年
物
語

―
木
を
植
え
る
県
民
運
動
」
を

行
う
と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の

話
の
中
に
「
前
人
栽
樹
、
後
人

涼
」＝

「
今
の
世
代
が
樹
を
植

え
れ
ば
、
後
の
世
代
が
涼
し
さ

の
恩
恵
を
得
る
」
と
中
国
の
こ

と
わ
ざ
を
紹
介
し
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
印
象
に
残
る
良
い

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

わ
ざ
を
信
じ
て
今
後
も
植
木
生

産
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
会
員

の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な

る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
平
成
２７
年
度
一
般
社

団
法
人
日
本
植
木
協
会
通
常
総

会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
事

を
、
栃
木
県
支
部
と
し
て
も
心

よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
本
総
会
が
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
有
意
義
な
も
の
に
な
る

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

栃
木
県
支
部
の
活
動
と
し
て

は
、
昨
年
１１
月
７
日
に
関
東
・

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
平
成
２６
年
度

研
修
会
が
宇
都
宮
・
ホ
テ
ル
丸

治
に
て
栃
木
県
支
部
が
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
人
数
７５

名
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
２
名
の
講
師
を
お
招
き

し
、
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。講
演
内
容
は
、講
師
・

大
出
英
子
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の

園
芸

講
師
）
演
題：

ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
見

た
、
イ
ギ
リ
ス
の
花
事
情
。

そ
し
て
も
う
御
一
方
は
講

師
・
嶋
均
三
氏
（
栃
木
放
送
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
演
題：

方

言
・
愛
と
ユ
ー
モ
ア
〜
オ
レ
の

頭
は
ボ
ン
サ
イ
だ
ぁ
〜
。
と
い

う
、
２
人
の
講
師
に
よ
る
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

有
意
義
な
研
修
会
が
出
来
た
事

と
思
い
ま
す
。
支
部
と
し
て
の

事
業
は
、
年
に
数
回
定
例
会
を

行
い
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換

や
各
社
園
在
庫
表
交
換
・
意
見

交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
事
業
等
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
栃
木
県
支
部

の
現
状
で
す
が
、
材
料

（
植
木
）
の
方
は
、
栃

木
特
産
と
も
言
え
る
シ

ャ
ラ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・

モ
ミ
ジ
等
は
バ
ブ
ル
期

の
公
共
・
ゴ
ル
フ
場
・

一
般
住
宅
に
は
欠
か
せ

な
い
樹
種
と
し
て
幅
広

い
支
持
を
得
て
き
ま
し

た
。
で
す
が
現
在
で
は

シ
ャ
ラ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
共
に

山
採
り
の
ア
オ
ハ
ダ
・
ア
オ
ダ

モ
等
の
需
要
が
非
常
に
多
く
、

山
採
り
の
場
合
、
根
鉢
の
大
き

さ
・
樹
形
な
ど
に
も
多
少
問
題

が
あ
る
も
の
の
、
人
気
と
相
重

な
っ
て
植
木
市
場
な
ど
に
お
い

て
も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
中
々
対
応
に
難
し

い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
苗
木

か
ら
の
生
産
も
一
部
に
み
ら
れ

シ
ャ
ラ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
人
気

に
続
く
樹
種
と
し
て
確
立
に
向

か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
栃
木
県
の
植
木
の
生
産
は

立
地
条
件
と
し
て
昔
か
ら
、
関

東
ロ
ー
ム
層
で
黒
土
・
赤
玉
・

鹿
沼
土
の
産
地
と
な
っ
て
い
る

事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
樹

木
の
生
産
・
育
成
に
非
常
に
適

し
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
北
に
は
男
体
山
、

南
に
は
筑
波
山
が
あ
り
自
然
豊

か
な
所
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
、�
植
木
の
大
産
地
�

と
な
れ
る
よ
う
、
会
員
全
体
で

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国

の
協
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

願
い
ま
し
て
、
栃
木
県
支
部
の

現
状
報
告
、
ま
た
、
歓
迎
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

栃
木
県
支
部
の
現
状

歓 迎
（
一
社
）日
本
植
木
協
会

平
成
二
十
七
年
度

通
常
総
会

栃
木
県
支
部
長

善

林

文

雄

（
善
林
園
芸
）

今
年
の
抱
負

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長

相

澤

裕

（
㈲
相
澤
園
芸
・
栃
木
県
）

新
潟
県
支
部
の
現
状

新
潟
県
支
部
長

畠

山

富

夫

（
㈱
畠
山
種
苗
園
）

アオダモの圃場

新潟県支部会員

地球温暖化の影響か新潟でもクロガ
ネモチが赤い実を多くつける
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★対応トレー
● ＴＯトレー２４Ｔ
● ＴＯトレー２４ＴＳ
● ＴＯトレー２０Ｔ
● ＴＯトレー２０ＴＳ
● ＴＯ7.5㎝深スペーシングトレー
● ＴＯ9.0㎝深スペーシングトレー
● アルファポットトレー10.5㎝用

トレーに差し込むだけ

品名 表示板サイズ 入数
TOポップスティック大 Ｂ６（約12.8㎝×18.2㎝） 100本入
TOポップスティック小 ４１角（4.1㎝×4.1㎝） 450本入

27.4㎝

5.5㎝

27.4㎝

5.5㎝

皆様のお声をお聞かせください皆様のお声をお聞かせください…
ご意見はコチラ→ ご意見はコチラ→ goiken@tokai-kasei.co.jpgoiken@tokai-kasei.co.jp

カイヅカイブキ

小 平 植 木

〒861-8045
熊本市東区小山6-1-10
TEL:096-380-2706
FAX:096-380-2830

E-mail:kohiraueki@lime.ocn.ne.jp

日
本
植
木
協
会
会
員
の
皆

様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
格
別
の
御
厚
誼
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
平
成
２７
年
度
通
常
総

会
な
ら
び
に
記
念
す
べ
き
創
立

４５
周
年
記
念
全
国
大
会
を
当
ブ

ロ
ッ
ク
の
東
京
で
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
、
群
馬
県
支
部
と
し
て

心
よ
り
歓
迎
を
致
し
ま
す
。

群
馬
県
は
、
北
は
新
潟
県
、

北
東
は
福
島
県
、
東
は
栃
木

県
、
西
は
長
野
県
、
南
は
埼
玉

県
と
多
く
の
県
に
囲
ま
れ
た
場

所
で
す
。
北
部
は
浅
間
山
や
谷

川
岳
な
ど
の
山
々
が
連
な
り
、

冬
は
激
し
い
積
雪
を
伴
い
、
ス

キ
ー
場
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
草
津
や
水
上
な
ど
温
泉

地
と
し
て
も
有
名
な
と
こ
ろ
で

す
。
他
に
も
群
馬
県
と
福
島
県

の
県
境
地
域
は
自
然
・
環
境
保

護
を
象
徴
す
る
尾
瀬
国
立
公
園

が
あ
り
、
と
て
も
自
然
豊
か
な

土
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
南

部
は
関
東
平
野
の
北
側
に
当
た

る
た
め
、
同
じ
県
内
で
も
北
部

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
積
雪
も

少
な
い
地
域
と
な
り
ま
す
。
夏

は
赤
城
山
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に

よ
り
気
温
が
高
く
な
り
や
す

く
、
館
林
や
前
橋
と
い
っ
た
と

こ
ろ
は
猛
暑
日
が
続
く
よ
う
な

土
地
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
昨
年
は
2
月
１４
日
か

ら
１５
日
に
か
け

て
１
０
０
年
に

一
度
と
も
い
わ

れ
る
大
雪
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。

降
雪
の
少
な
い

南
部
で
は
大
き

な
被
害
が
出
て

し
ま
い
、
県
内

だ
け
で
も
1
万

3
千
棟
以
上
の

ハ
ウ
ス
が
倒
壊

し
ま
し
た
。
県

で
助
成
金
な
ど

の
対
策
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
後
継
者
問

題
な
ど
で
撤
退
す
る
方
も
多

く
、
景
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
生
産
者
が
少
な
く
な
る

中
、
追
い
打
ち
を
か
け
た
よ
う

な
形
の
大
災
害
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
は
群
馬
で

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
２
０
１
４
年
6
月
２１
日
、

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」
が
群
馬
県
で
初
め
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
同
年
１２
月
１０
日

に
は
富
岡
製
糸
場
の
3
つ
の
建

物
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
入
場
者
数
が
３
０

０
万
人
を
超
え
、
群
馬
の
観
光

名
所
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
後
、

ま
た
不
景
気
の
中
で
県
民
を
勇

気
づ
け
て
く
れ
る
光
と
な
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
支
部
は
現
在
3
社
と

な
り
、
大
き
な
催
し
も
で
き
ず

活
気
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

若
者
が
多
く
、
パ
ワ
ー
は
大
い

に
蓄
え
て
い
る
県
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
災
害
を
乗
り
越
え
、

県
内
の
良
い
ム
ー
ド
に
乗
っ
か

り
、
一
層
協
力
し
合
い
、
県
を

越
え
て
緑
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
支
部
を
上
げ
て
邁
進
す
る
所

存
で
す
。

景
気
回
復
と
は
言
わ
れ
つ

つ
、
ま
だ
そ
の
波
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
現
状
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
最
後
に
今
後
の
日

本
植
木
協
会
の
更
な
る
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

御
祈
念
い
た
し
ま
し
て
群
馬
県

支
部
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
本
植
木
協
会
の
皆
様
新
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
県
の
生
産
地
は
お
も
に

東
部
、
中
部
か
ら
北
部
に
か
け

て
散
在
し
て
い
ま
す
。東
部（
匝

瑳
）
地
区
は
歴
史
が
古
く
小
さ

な
農
家
ま
で
入
れ
る
と
３
０
０

軒
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

潮
風
の
影
響
で
落
葉
樹
の
生
産

は
少
な
い
で
す
が
、
温
暖
な
気

候
で
ク
ス
ノ
キ
、
イ
ヌ
マ
キ
、

タ
ブ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
を
中
心

に
灌
木
か
ら
生
垣
樹
、
常
緑
の

大
径
木
、
イ
ヌ
マ
キ
、
ク
ロ
マ

ツ
の
造
形
樹
等
幅
広
い
生
産
が

あ
り
ま
す
。
特
に
イ
ヌ
マ
キ
、

マ
ツ
の
造
形
樹
は
主
に
中
国
へ

の
輸
出
が
盛
ん
で
す
。
造
形
樹

は
国
内
で
の
需
要
は
伸
び
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
今
で
は
新
た
に

造
形
物
を
作
り
直
す
こ
と
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統

技
術
の
伝
承
に
も
と
て
も
良
い

こ
と
で
す
。

中
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
の

北
総
台
地
で
は
豊
か
な
土
壌
で

落
葉
か
ら
常
緑
ま
で
多
種
に
わ

た
る
中
高
木
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
に
シ
ラ
カ
シ
、
サ
ク

ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
等

で
す
。
雑
木
の
株
立
物
は
需
要

が
多
く
、
最
近
の
住
宅
事
情
等

の
理
由
で
下
枝
の
無
い
も
の
、

片
枝
の
も
の
、
曲
が
っ
た
も

の
、
細
く
て
背
の
高
い
も
の
が

好
ま
れ
ま
す
。
高
木
で
も
２
メ

ー
ト
ル
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が
多
く
出
る
の
で
そ
の
サ
イ

ズ
の
も
の
が
品
薄
状
態
で
す
。

今
後
、
需
要
が
増
え
れ
ば
こ
れ

よ
り
も
大
き
な
も
の
は
か
な
り

不
足
し
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。長

い
不
況
で
生

産
量
は
他
県
同
様

減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
後
継
者
不

足
も
問
題
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
大
阪
万

博
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
、
バ
ブ
ル
景

気
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
ブ
ー
ム
を
経
て

植
木
業
界
の
形
態

も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
ま
し
た
。

環
境
問
題
が
世
界
的
規
模
で
騒

が
れ
て
い
る
今
、
景
観
だ
け
の

緑
で
は
な
い
本
当
の
植
物
の
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

今
後
の
植
木
業
界
の
発
展
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
植
木
協
会

員
の
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

発
揮
で
き
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
全
国

総
会
が
東
京
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
担
当
ブ
ロ

ッ
ク
一
員
で
あ
る
埼
玉
県
支
部

よ
り
全
国
の
皆
様
に
歓
迎
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
紙
面
を

借
り
若
干
の
埼
玉
県
の
現
況
報

告
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
社
園
数
は
６７
社
園
。
支

部
で
は
偶
数
月
に
定
例
会
奇
数

月
に
役
員
会
を
開
き
情
報
交
換

を
行
い
、
協
会
事
業
へ
の
参

加
、
そ
の
他
研
修
旅
行
や
他
団

体
と
の
交
流
事
業
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
『
埼
玉
の
花

植
木
大
商
談
会
』
に
新
た
な
需

要
開
拓
、
情
報
交
換
の
機
会
と

捉
え
出
展
し
ま
し
た
。
本
年
は

埼
玉
県
の
樹
種
展
示
の
拠
点
で

あ
る
「
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ

ー
」の
新
し
い
展
示
園
開
設（
車

い
す
や
子
供
目
線
を
意
識
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
花
木
の
展
示
）

に
協
力
し
需
要
者
へ
の
情
報
発

信
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

多
く
の
会
員
の
い
る
県
南
地

域
（
川
口
市
・
さ
い
た
ま
市
）

は
年
々
都
市
化
が
進
み
、
植
木

生
産
農
地
の
縮
小
と
関
連
植
木

農
家
の
生
産
量
の
減
少
を
招
い

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
直
面
す

る
需
要
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る

状
態
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
会
員
各
社
園
は
大

消
費
地
近
郊
の
有
利
な
条
件
を

生
か
し
、
伝
統
産
地
の
自
負
を

バ
ネ
に
、
仲
間
社
園
と
の
協
力

と
情
報
共
有
で
経
営
の
安
定
と

需
要
へ
の
対
応
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
も
と
よ
り
埼
玉
は
多
様

な
業
態
で
植
木
や
植
物
の
生

産
・
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
庭
園
樹
、
緑
化
樹
木
、
カ

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
、
新
樹
種
、
園

芸
種
な
ど
時
代
に
即
応
し
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。
近
年
前
述

の
環
境
変
化
と
高
齢
化
の
進

展
、
長
引
い
た
価
格
の
低
迷
に

よ
り
生
産
の
停
滞
が
生
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
若
手
後
継
者
も

お
り
ま
す
の
で
今
の
状
況
を
逆

に
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
今
後
の
新
し
い
需
要
に
対

応
す
る
生
産
を
確
保
し
、
業
界

を
共
に
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
ま
り
、
２
０
２
０

年
に
む
け
て
関
連
施
設
の

準
備
と
イ
ン
フ
ラ
等
の
整

備
で
緑
化
需
要
の
大
き
な

伸
び
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
の
状
況

と
異
な
り
東
京
も
成
熟
し

イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
も
限

定
的
と
な
る
よ
う
な
感
じ
も
し

ま
す
が
、
緑
を
通
し
て
貢
献
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
の
で
我
々
業
界
も
準
備
を
整

え
て
対
応
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
年
２
月
、
自
然
災
害
の
比

較
的
少
な
い
埼
玉
に
も
大
雪
が

降
り
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

と
い
う
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
特
に
県
北
の
社
園
で
大
き

な
被
害
が
出
ま
し
た
。
し
か

し
、
意
欲
衰
え
ず
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
国
民

全
般
の
気
持
ち
を
前
向
き
に
し

て
い
ま
す
。
業
界
活
力
復
活
の

絶
好
の
機
会
に
な
れ
ば
こ
の
上

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

世界文化遺産 富岡製糸場（正門と桜）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
通
常
総
会
及

び
、
創
立
４５
周
年
記
念
大
会
が

東
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
、
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
長
野
県
支
部
と
し
て
心

よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
で
は
２
０
２
０
年
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が

決
定
さ
れ
て
お
り
各
方
面
で
の

植
木
協
会
員
の
連
携
や
情
報
交

換
が
大
切
に
な
り
、
植
木
協
会

の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
き
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま

す
。同

じ
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
す
る

長
野
県
支
部
で
す
が
、
現
在
６

社
園
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
各
社
園
と
も
高
原
地
帯
と

い
う
特
性
を
十
分
生
か
し
た
植

木
・
苗
木
の
生
産
に
力
を
入
れ

な
が
ら
、
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

て
、
長
野
県
の
最
近
の
動

き
で
す
が
、
第
６７
回
「
全
国
植

樹
祭
」
が
平
成
２８
年
春
季
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
植
樹
祭
に

向
け
て
植
木
協
会
員
で
も
あ
る

山
林
種
苗
関
係
の
各
社
園
で
植

樹
祭
用
苗
木
の
生
産
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
国
土
緑
化

推
進
の
中
心
的
な
行
事
で
す
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
、
「
緑

の
力
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
」
手

助
け
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
全
国
植
樹
祭
を
契
機
と

し
て
県
内
各
市
町
村
に
お
い
て

も
長
野
県
ら
し
い
自
然
環
境
に

溶
け
込
む
よ
う
な
緑
花
ブ
ー
ム

が
起
こ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

全
国
の
協
会
社
園
の
皆
様
、

新
し
い
年
を
迎
え
て
首
都
東
京

に
ご
参
集
頂
き
、
通
常
総
会
開

催
、
そ
し
て
協
会
設
立
４５
周
年

記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
都
支
部
は
、
現
在
３０
社

園
で
す
。
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
生
産
販
売
、
卸
、
大
卸
、

造
園
ま
で
各
社
園
が
植
木
生
産

業
の
地
位
向
上
に
向
け
て
が
ん

ば
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
統
計

で
は
、
東
京
は
少
な
い
生
産
面

積
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
で
３

番
目
の
生
産
本
数
を
持
ち
、
苗

木
か
ら
完
成
木
ま
で
樹
種
も
多

岐
に
わ
た
り
高
品
質
な
緑
化
樹

づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

消
費
地
だ
け
と
は
限
り
ま
せ

ん
、
他
県
の
社
園
さ
ん
へ
も
東

京
産
の
植
木
が
か
な
り
の
本
数

出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
知

ら
れ
て
い
な
い
協
会
員
の
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
き
ら
め

る
前
に
ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
を
し

て
く
だ
さ
い
。

生
産
区
域
は
、
東
は
西
東

京
、調
布
か
ら
府
中
、小
金
井
、

国
分
寺
、
立
川
、
西
は
あ
き
る

野
、青
梅
ま
で
、生
産
畑
の
隣
近

所
は
住
宅
街
の
な
か
で
す
が
、

皆
で
、
連
絡
を
取
り
な
が
ら
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
東
京
都
内
で
も

畑
の
残
っ
て
い
る
西
の
地
域
で

の
植
木
生
産
が
増
え
て
い
く
こ

と
と
、
後
継
者
が
課
題
で
し
ょ

う
。
支
部
の
活
動
は
隔
月
で
支

部
例
会
を
開
催
し
、
本
部
報

告
、
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
、
そ
し
て

検
討
事
項
、
各
会
員
間
の
連
絡

や
緑
化
樹
の
動
向
な
ど
を
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
会
議
後
は
、

お
酒
が
入
っ
て
和
や
か
に
懇
親

会
が
始
ま
り
、
先
輩
に
生
産
技

術
を
ご
教
授
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
が
、
と
て
も
参
考
に

な
り
、
例
会
が
貴
重
な
ひ
と
時

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

少
し
ず
つ
世
代
交
代
が
始
ま
っ

て
来
て
い
る
の
も
事
実
で
す

が
、
今
後
も
続
い
て
い
く
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
樹
木
生
産

が
大
好
き
な
皆
さ
ん
で
す
。

東
京
は
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
開
催
を
ひ
か
え
て
、
全
国
の

皆
様
の
希
望
と
期
待
を
担
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
に
は
協
会
は
５０
周
年
に
な
り

ま
す
。
現
在
ま
で
の
首
都
東
京

と
い
う
都
市
を
形
成
し
て
き
た

チ
カ
ラ
は
、
地
元
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
の
各
地
の
み
な
さ
ん

の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
全
国
各
地

か
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

優
良
な
緑
化
木
が
集
荷
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東

京
都
で
は
、
各
関
係
機
関
が
真

夏
の
開
催
に
向
け
て
日
陰
を
作

り
た
い
、
ま
た
移
動
で
き
る
よ

う
に
コ
ン
テ
ナ
に
し
た
い
等
の

要
望
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
、

様
々
な
試
験
植
栽
を
試
み
て
い

る
よ
う
で
す
。
楽
し
み
で
す

ね
。近

年
日
本
列
島
を
取
り
巻
く

自
然
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
暑
さ
寒
さ
が
極
端
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
地
で

様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
ど
こ
で
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。昨
年
、仙

台
で
行
わ
れ
た
総
会
後
の
視
察

で
見
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

も
、
い
ま
だ
途
上
で
あ
り
ま
す

が
日
本
各
地
に
い
る
協
会
員
の

英
知
を
結
集
し
て
協
力
し
、
列

島
各
地
で
生
産
流
通
販
路
に
結

び
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

協
会
各
社
園
の
商
売
繁
盛
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
昨
年
あ
た

り
か
ら
植
木
需
要
の
上
向
い
た

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
長

か
っ
た
低
迷
期
で
、
生
産
量
が

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
既

に
品
薄
の
樹
種
が
多
く
出
始
め

て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
迄
は
、
こ

の
状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す

事
無
く
、植
木
協
会
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
良
質
の
植
木
を
供

給
し
て
行
く
事
を
願
い
ま
す
。

さ
て
、
神
奈
川
県
支
部
の
現

状
は
、
会
員
数
３０
名
で
す
が
、

支
部
活
動
に
協
力
的
な
会
員
が

多
く
、
魅
力
の
あ
る
支
部
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

植
木
の
生
産
地
で
あ
る
と
共

に
消
費
地
で
も
あ
る
神
奈
川
の

状
況
を
反
映
し
、
個
々
の
社
園

は
、
何
れ
も
個
性
的
な
樹
種
を

取
り
揃
え
、
唯
一
無
二
の
経
営

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
支
部
会

員
同
士
も
、
お
互
い
同
業
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
良
好
な
関

係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
支
部
活
動
は
、
１
月

の
新
年
会
か
ら
始
ま
り
、
５
月

懇
親
会
、７
月
暑
気
払
い
、１０
月

は
植
木
市
場
状
況
検
討
会
と
東

京
支
部
と
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
１２
月
は
総
会
及
び
忘
年
会

を
一
泊
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

支
部
活
動
へ
の
参
加
率
は
、

概
ね
毎
回
６
割
程
度
で
す
。

私
は
、
支
部
活
動
に
お
い

て
、
懇
親
会
は
最
も
重
要
な
行

事
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
時
間
を
割
き
集
ま
り
、
相

互
に
腹
を
割
っ
て
懇
親
を
深
め

る
事
が
、
良
い
友
を
作
り
良
い

仕
事
が
で
き
る
原
動
力
だ
と
思

い
ま
す
。

私
自
身
、
昨
年
度
は
決
ま
っ

た
行
事
を
こ
な
す
の
が
精
一
杯

で
、
新
た
な
事
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
本
年
は
、
昨
年
よ

り
増
し
て
懇
親
、
情
報
交
換
の

場
を
増
や
す
べ
く
、
活
動
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
会
理
事
会
は
、
１１
月
１３
日

１３
時
か
ら
協
会
・
会
議
室
に
お

い
て
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
理
事
１３
名
と
監
事
１
名

及
び
事
務
局
。

議
事
の
経
過
及
び
議
決
の
結

果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
会
長
挨
拶

経
費
削
減
に
向
け
て
事
業
内

容
の
一
部
見
直
し
と
、
道
路
緑

化
技
術
基
準
改
訂
に
つ
い
て
陳

情
の
結
果
、
改
訂
時
に
は
具
体

的
樹
種
名
の
表
現
を
控
え
る
と

と
も
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
の

増
加
を
抑
え
る
意
味
か
ら
採
用

樹
木
の
仕
様
が
若
干
変
更
に
な

る
可
能
性
が
有
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

○
２６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
予
算

修
正
資
料
に
基
づ
き
検
討
を

行
い
、
一
部
内
容
の
再
修
正
を

し
て
了
承
さ
れ
た
。

・
中
央
研
修
会
開
催
日
程
を
７

月
２２
日（
水
）と
す
る
。な
お
、

会
場
は
品
川
近
辺
で
１
５
０

名
程
度
の
収
容
施
設
を
考
慮

す
る
。

・
地
域
性
植
物
適
用
関
係
に
お

い
て
講
習
会
を
メ
ル
パ
ル
ク

に
お
い
て
開
催
す
る
。

・
賛
助
会
員
の
加
入
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
社
と
し

て
、
オ
ー
セ
ブ
ン
㈱
が
了
承

さ
れ
た
。

・
ア
ボ
ッ
ク
カ
ル
タ
賞
受
賞
者

の
了
承
を
し
た
。

・
特
別
庭
園
樹
木
５
本
が
承
認

さ
れ
た
。

・
次
期
通
常
総
会
開
催
地
と
し

て
、
福
岡
県
に
お
い
て
２８
年

１
月
２５
日（
月
）に
開
催
予
定

と
し
た
。

・
１１
月
３０
日
現
在
の
会
員
数

は
、
対
前
年
９
名
減
の
４
９

８
名
を
報
告
し
た
。

・
来
賓
招
待
者
の
見
直
し
を
行

い
、
内
容
の
修
正
を
し
た
。

○
２７
年
度
理
事
会
等
日
程
に
つ

い
て

・
第
１
回
役
員
推
薦
委
員
会
を

３
月
２６
日（
木
）１４
時
か
ら
開

催
し
、
２５
日（
水
）は
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
を
１３
時
か
ら

開
催
す
る
。

・
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
表

彰
式
と
第
３
回
理
事
会
の
曜

日
、
時
間
等
の
修
正
を
行
っ

た
。

○
新
樹
種
部
会
香
り
の
本
出
版

に
つ
い
て

・
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
の

手
引
書
と
し
て
、
東
京
農
大

元
教
授
・
近
藤
三
雄
氏
が
、

植
物
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
出
版

を
計
画
し
て
お
り
、
新
樹
種

部
会
が
協
力
す
る
に
あ
た
り

事
業
補
助
（
会
議
費
、
交
通

費
等
）
支
出
可
否
の
検
討
要

請
が
あ
り
、
部
会
か
ら
の
申

請
を
待
ち
今
後
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

○
事
業
年
度
の
表
記
統
一

・
協
会
が
採
用
し
て
い
る
事
業

年
度
方
式
に
統
一
を
し
た
。

（
１１
月
ま
で
は
当
該
年
度
を

事
業
年
度
と
し
て
、
１２
月
か

ら
開
催
さ
れ
る
事
業
か
ら
翌

年
度
事
業
年
度
と
す
る
）

○
法
律
事
務
所
へ
の
見
積
提
出

・
文
科
省
か
ら
福
島
原
発
調
停

用
見
積
提
出
予
定
の
報
告
を

し
た
。

○
造
園
施
工
示
方
書
執
筆

・
宍
倉
副
会
長
か
ら
植
栽
準
備

工
関
係
を
ま
と
め
た
こ
と
と

２７
年
５
月
発
刊
予
定
の
報
告

が
有
っ
た
。

○
フ
ァ
ス
テ
ィ
ギ
ア
タ
の
名
称

使
用
に
つ
い
て

・
商
標
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今

後
使
用
し
な
い
こ
と
を
再
確

認
し
た
。

○
総
会
関
係
の
打
合
せ
事
項

・
懇
親
会
時
の
開
会
・
閉
会
の

挨
拶
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
要
請

す
る
。

・
そ
の
他
通
常
総
会
時
の
理
事

等
の
役
割
分
担
を
決
め
た
。

平
成
２６
年
度
本
部
監
査
を
実
施

本
協
会
は
、１２
月
９
日（
火
）１０

時
３０
分
か
ら
協
会
会
議
室
で
平

成
２６
年
度
監
査
を
実
施
し
た
。

監
査
に
あ
た
っ
て
、
会
員
の

動
向
、
会
費
納
入
状
況
、
本
年

度
事
業
実
施
状
況
及
び
予
算
執

行
状
況
、
入
会
保
証
金
勘
定
の

内
訳
、
固
定
資
産
及
び
繰
り
越

し
の
流
動
資
産
・
流
動
負
債
の

内
訳
、
金
融
機
関
毎
内
訳
な
ど

を
説
明
し
た
。

こ
の
後
、
預
金
通
帳
・
残
高

証
明
、
伝
票
等
関
係
帳
票
を
提

示
・
照
合
・
監
査
の
結
果
、
諸

帳
簿
、
証
憑
書
類
、
関
係
書
類

は
適
正
に
処
理
さ
れ
、
経
費
の

使
途
に
つ
い
て
も
適
正
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

長
野
県
支
部
の
現
状

神
奈
川
県
支
部
の
現
状

長
野
県
支
部
長

神
奈
川
県
支
部
長

百

瀬

直

明

石

井

豊

（
㈲
百
瀬
苗
圃
）

（
石
井
植
木
）

東
京
都
支
部
活
動
報
告

東
京
都
支
部
長

大

野

富

久

（
㈲
長
寿
園
）

第
１
回
理
事
会
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研
修
会
開
催
報
告

中
條

博

（
㈱
グ
リ
ー
ン
ア
ル
フ
ァ
・
栃
木
県
）

去
る
１１
月
７
日
（
金
）
、
栃

木
県
宇
都
宮
市
、
丸
治
ホ
テ
ル

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
関

東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

で
の
記
念
講
演
に
つ
い
て
報
告

致
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
前
回
よ
り
多
い

７２
名
で
、
会
場
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
和
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
栃
木
県
栃
木
市
出

身
の
園
芸
研
究
家
で
、
現
在
は

目
白
大
学
非
常
勤
講
師
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
趣
味
の
園
芸
」
講
師
と
し

て
も
幅
広
く
園
芸
普
及
活
動
中

の
大
出
英
子
氏
と
、
栃
木
県
那

須
郡
生
ま
れ
で
現
在
、
栃
木
放

送
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

方
言
を
持
ち
味
に
し
て
、
特
に

「
栃
木
弁
」
の
話
し
方
で
笑
い

を
誘
う
嶋
均
三
氏
の
二
方
を
お

招
き
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

◇

ま
ず
、
大
出
氏
か
ら
は
「
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に

見
た
、
イ
ギ
リ
ス
花
事
情
」
と

い
う
演
題
で
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。サ

ツ
キ
育
種
家
の
父
と
園
芸

家
の
母
の
も
と
に
生
ま
れ
、
花

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
大
出
氏

は
、
東
京
農
業
大
学
を
卒
業

後
、
英
国
王
立
園
芸
協
会
、
タ

キ
イ
種
苗
㈱
、
㈱
大
林
組
な
ど

で
、
花
き
園
芸
だ
け
で
な
く
法

面
や
人
工
地
盤
の
緑
化
技
術
や

汚
染
土
壌
化
技
術
な
ど
幅
広
く

植
物
活
用
技
術
に
関
わ
り
、
目

白
大
学
短
期
大
学
部
で
は
准
教

授
と
し
て
園
芸
教
育
に
も
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。特

に
今
回
の

講
演
で
は
、
２

０
１
２
年
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
、
５

月
の
チ
ェ
ル
シ

ー
フ
ラ
ワ
ー
シ

ョ
ー
に
行
っ
た

時
の
イ
ギ
リ
ス

の
花
事
情
を
お

聞
か
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
子
供
の
花

育
、
緑
育
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て

い
て
、
ま
た
、
公
園
で
は
ツ
ツ

ジ
、
モ
ミ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な

ど
の
花
木
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
て
植
栽
さ
れ
て
い
る
の
に
感

銘
を
受
け
た
。

・
庭
・
公
園
を
造
る
う
え
で
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
水
の
使
い

方
・
池
や
川
の
流
れ
を
非
常
に

上
手
に
使
い
、
水
の
音
や
水
皿

に
映
る
景
色
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
る
。
日
本
で
も
も
っ
と
水
辺

空
間
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
の

か
と
、
残
念
に
思
っ
た
。

・
ラ
ム
ス
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

は
、
１
０
０
年
く
ら
い
前
に
日

本
か
ら
輸
入
し
た
灯
篭
や
石
、

モ
ミ
ジ
な
ど
が
、
そ
の
頃
か
ら

そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
ツ

ツ
ジ
・
モ
ミ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

な
ど
の
日
本
の
植
物
は
、
海
外

で
も
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
そ

れ
ら
と
オ
ー
レ
ア
の
植
物
、
カ

ラ
ー
リ
ー
フ
プ
ラ
ン
ツ
な
ど
を

合
わ
せ
て
多
用
し
て
い
る
。
植

物
の
使
い
方
な
ど
で
は
、
日
本

で
の
固
定
観
念
が
あ
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
見
せ
た
い
樹
木

の
特
徴
を
活
か
せ
る
よ
う
な
、

他
の
木
、
下
草
等
と
植
物
の
使

用
方
法
が
非
常
に
斬
新
で
新
鮮

に
見
え
た
。

・
十
数
年
ぶ
り
に
春
の
イ
ギ
リ

ス
を
訪
れ
た
結
果
、
と
に
か
く

悔
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。

２５
年
前
に
自
分
が
植
え
た
た
く

さ
ん
の
小
さ
な
ツ
ツ
ジ
の
苗

が
、
見
事
な
ま
で
に
大
き
く
育

ち
春
の
景
色
を
作
っ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
は
２５
年
前
に
こ
の

景
色
を
予
想
し
て
植
え
こ
ん
で

い
た
の
に
自
分
は
全
く
読
め
て

い
な
か
っ
た
の
か
と
、
自
分
が

恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
の
植
物
、
技
術
、
感

性
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
他
国
に

進
出
で
き
る
と
大
出
氏
は
締
め

く
く
っ
た
。

◇

嶋
均
三
氏
か
ら
は
、「
方
言
・

愛
と
ユ
ー
モ
ア
〜
オ
レ
の
頭
は

ボ
ン
サ
イ
だ
ぁ
〜
」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

現
在
、
栃
木
放
送
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
で
方
言
作
家
・
と

ち
ぎ
未
来
大
使
と
い
う
こ
と
で

栃
木
を
話
題
に
ラ
ジ
オ
に
出
演

中
で
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
い
つ
も

の
栃
木
の
話
と
は
、
が
ら
り
と

１
８
０
度
変
わ
り
、
「
Ｕ
字
工

事
」
に
も
負
け
な
い
栃
木
弁
で

話
は
始
ま
り
ま
し
た
。
方
言
を

愛
し
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
人

の
心
に
残
し
た
い
と
、
日
々
勉

強
中
で
一
日
一
回
笑
う
こ
と
が

長
生
き
の
秘
訣
で
あ
る
と
、
嶋

氏
は
言
い
ま
す
。

方
言
を
い
か
に
後
世
に
残
す

か
‥
と
い
う
思
い
で
、
ラ
ジ
オ

等
で
栃
木
弁
で
の
放
送
を
行

い
、
方
言
に
つ
い
て
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

特
に
、
栃
木
県
の
方
言
は
、

「
い
」
と
「
え
」
の
発
音
が
逆

に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま

会
話
す
る
と
意
味
の
違
う
言
葉

に
な
り
、
非
常
に
面
白
く
、
例

と
し
て
、
エ
ロ
鉛
筆
（
色
鉛

筆
）
・
人
生
エ
ロ
エ
ロ
（
人
生

い
ろ
い
ろ
）
・
食
塩
室
（
職
員

室
）
な
ど
。

方
言
に
つ
い
て
の
説
明
を
皆

に
わ
か
り
や
す
く
笑
い
の
中
で

話
し
、会
場
の
中
に
は
、笑
い
過

ぎ
て
腹
が
痛
く
な
っ
た
と
い
う

人
も
居
た
ほ
ど
で
、
嶋
氏
は
、

大
事
な
方
言
を
笑
い
の
中
で
残

す
こ
と
に
努
め
て
い
る
と
、
最

後
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

お
二
人
の
興
味
深
く
、
ま
た

全
く
違
っ
た
講
演
を
お
聞
き
す

る
機
会
を
頂
き
、
長
時
間
に
も

拘
ら
ず
、
無
事
に
講
演
会
を
終

了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

通
常
総
会
を
開
催

―
十
一
月
十
九
日
大
阪
に
て
―

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
平
成
２７
年
度
通
常

総
会
が
、
１１
月
１９
日
（
水
）
１４

時
よ
り
、
大
阪
帝
国
ホ
テ
ル
４

階
芙
蓉
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。

駒
井
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
団
結
と
会
員
減
少
の
歯
止

め
に
関
す
る
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
協
会
を
代
表
し
て
阪
上
副

会
長
が
挨
拶
を
兼
ね
て
協
会
事

業
報
告
に
繋
が
る
内
容
で
あ
る

公
益
目
的
事
業
運
営
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

議
長
選
出
に
つ
い
て
司
会
よ

り
説
明
が
あ
り
、
慣
例
に
従
い

駒
井
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
議
長
指
名

が
承
認
さ
れ
、
駒
井
議
長
は
議

事
録
署
名
人
を
幹
事
の
杉
田
氏

と
勝
山
氏
の
２
名
に
指
名
し
承

認
さ
れ
、
議
事
を
開
始
し
た
。

第
１
号
議
案
の
平
成
２６
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
が

担
当
幹
事
よ
り
報
告
あ
り
、
併

せ
て
平
成
２６
年
度
監
査
報
告
が

監
査
人
の
中
島
氏
よ
り
会
計
監

査
に
問
題
の
無
い
報
告
が
有

り
、
参
加
者
の
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

続
い
て
第
３
号
議
案
と
第
４

号
議
案
が
担
当
幹
事
よ
り
報
告

さ
れ
、
特
に
研
修
会
を
中
央
研

修
会
に
連
動
し
た
事
業
案
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
、
議
長
は

総
会
の
全
て
の
審
議
事
項
終
了

し
、
退
席
し
た
。

次
に
報
告
事
項
に
移
り
、
情

報
検
討
委
員
会
か
ら
は
シ
ス
テ

ム
開
発
の
初
期
目
標
が
達
成
し

た
た
め
平
成
２６
年
度
で
委
員
会

を
解
散
し
、
シ
ス
テ
ム
保
守
管

理
は
供
給
可
能
量
委
員
が
行
う

報
告
、
広
報
編
集
小
委
員
会
か

ら
は
２７
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

を
以
っ
て
制
作
中
止
の
報
告
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製
作
会
社
及
び

内
容
の
変
更
報
告
、
緑
育
出
前

授
業
１０
回
（
８
５
１
名
参
加
）

開
催
報
告
が
、
事
務
局
よ
り
列

島
植
物
園
委
員
会
の
軽
井
沢
千

住
美
術
館
等
視
察
報
告
、
そ
し

て
供
給
可
能
量
委
員
会
、
学
術

委
員
会
地
域
性
委
員
会
、
名
木

認
定
報
告
が
あ
っ
た
。
最
後
に

阪
上
副
会
長
よ
り
会
員
数
４
９

８
社
園
、
中
央
研
修
会
（
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
）
７
月
開
催
予

定
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
応
答

で
全
て
の
報
告
事
項
が
終
了

し
、
定
刻
に
な
り
駒
井
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
閉
会
挨
拶
で
無
事
総
会

を
終
了
し
た
。◇

研
修
会
報
告

講
師

伊
藤
武
氏（
主
な
職
歴：

京
都
府
林
務
課
、
京
都
府
林
業

試
験
場
次
長
を
経
て
関
西
総
合

環
境
セ
ン
タ
ー
生
物
環
境
研
究

所
副
所
長
、
前
（
一
社
）
日
本

樹
木
医
会
京
都
支
部
会
長

演
題

樹
木
と
菌
根

そ
の
不

思
議
な
生
態
と
能
力
（
天
の
橋

立
等
）

菌
根
に
つ
い
て

菌
根
と
は
植
物
の
根
と
菌
類

の
菌
糸
の
共
生
（
半
共
生
）
す

る
組
織
の
こ
と
を
言
う
。
特
に

マ
メ
科
植
物
で
有
名
な
根
粒
菌

は
一
般
に
良
く
知
ら
れ
て
い

る
。
放
線
菌
（
フ
ラ
ン
キ
ア
）

は
真
正
細
菌
で
バ
ク
テ
リ
ア
と

の
結
合
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
放

線
菌
根
。
接
合
菌
（
接
合
胞
子

嚢
の
形
成
を
有
す
る
菌
）
が
多

く
植
物
つ
く
る
Ａ
菌
根
（
ア
ー

バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
）
は
多
く
の
植

物
と
の
共
生
に
役
だ
つ
菌
根
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
植
物
の
９０
％

以
上
が
何
れ
か
の
形
で
菌
根
を

根
に
付
け
て
共
生
関
係
を
し
て

い
る
。

ま
た
、
水
分
や
養
分
の
少
な

い
岩
場
で
生
息
し
て
い
る
松
は

菌
根
菌
が
水
分
及
び
養
分
補
給

に
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。

外
生
菌
根
（
根
の
内
分
ま
で

侵
入
し
な
い
菌
根
菌
）
は
樹
木

に
多
く
共
生
す
る
菌
。

樹
木
の
移
植
に
於
い
て
生
息

地
か
ら
他
の
場
所
へ
移
植
を
行

う
と
移
植
先
で
植
物
が
弱
り
枯

れ
て
し
ま
う
状
態
は
菌
根

菌
の
生
息
が
違
い
衰
え
る

原
因
の
１
つ
。
例
え
ば
大

阪
の
ブ
ナ
を
東
京
に
移
植

す
る
時
は
土
も
同
じ
大
阪

の
土
を
合
わ
せ
て
行
う
と

活
着
が
良
い
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
で
多
く
の

植
物
と
菌
根
菌
の
共
生
が

解
り
地
域
性
植
物
が
最
適

な
状
態
で
移
植
後
も
成
長
す
る

ポ
イ
ン
ト
や
地
域
性
植
物
が
い

か
に
大
切
か
が
解
り
、
今
後
の

事
業
に
役
立
つ
研
修
会
と
な
っ

た
。研

修
会
終
了
後
に
同
ホ
テ
ル

内
の
別
の
会
場
に
移
し
伊
藤
武

先
生
を
ま
じ
え
て
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。

開
会
の
辞
を
兼
ね
て
駒
井
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
に
続
い
て
阪

上
副
会
長
の
挨
拶
の
中
で
Ｍ
Ｉ

Ｄ
都
市
開
発
の
岡
本
氏
の
卓
越

技
能
者
推
薦
の
報
告
に
祝
福
の

拍
手
に
沸
い
た
後
、
続
い
て
勝

山
氏
の
乾
杯
の
挨
拶
で
盛
大
に

宴
が
開
会
さ
れ
た
。
歓
談
も
盛

り
上
が
り
時
が
過
ぎ
る
の
も
早

く
、
定
刻
に
な
り
無
事
、
懇
親

会
を
閉
会
し
た
。

各
地
で
開
催
さ
れ
た
総
会
・
研
修
会

嶋均三講師

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

伊藤武講師

研修会会場

大出英子講師
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研
修
会
報
告ブ

ロ
ッ
ク
長

加
藤

三
久

（
丸
久
植
物
園
㈲
・
三
重
県
）

日
程：

１１
月
１１
〜
１２
日

場
所：

愛
知
県
蒲
郡
市
竹
島

参
加
人
数：

３２
名

内
容：

天
然
記
念
物
で
あ
る
竹

島
の
植
物
視
察
、
情
報
交
換

会
、
及
び
懇
談
会

１１
月
１１
日

こ
の
日
は
朝
か
ら
晴
れ
て
は

い
ま
し
た
が
、
少
し
風
も
あ
り

肌
寒
く
暖
か
め
の
服
装
で
出

発
。東

海
４
県
よ
り
３２
名
の
会
員

が
研
修
会
参
加
の
た
め
、
愛
知

県
蒲
郡
市
竹
島
の
ホ
テ
ル
竹
島

（
１８
時
）
に
集
合
し
ま
し
た
。

１８
時
３０
分
よ
り
始
ま
っ
た
懇
談

会
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
を
皮

切
り
に
、
大
崎
理
事
よ
り
東
京

都
に
お
け
る
造
園
工
事
の
現
状

や
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
、
緑
化
樹
木
の

生
産
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
対
応

に
つ
い
て
課
題
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
沖
俊
成
氏
（
三

重
県
）
よ
り
、
東
北
の
震
災
復

興
に
触
れ
て
頂
き
、
我
々
植
木

屋
が
で
き
る
事
な
ど
に
つ
い
て

意
見
・
宿
題
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
の
趣
旨
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
生
産
又
は
流
通

さ
れ
て
い
る
緑
化
樹
木
が
円
滑

に
動
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
緑
化
・
東

北
の
復
興
と
続
く
緑
化
樹
木
の

供
給
基
地
と
し
て
、
中
部
が
一

枚
岩
と
な
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
生
産
意
欲

向
上
に
向
け
懇
談
し
ま
し
た
。

１１
月
１２
日

明
け
方
近
く
ま
で
雨
が
降
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
わ
た
し

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
天
候
が
回
復
し
竹

島
へ
渡
り
ま
し
た
。
島
の
ガ
イ

ド
に
よ
り
隈
な
く
視
察
が
始
ま

り
ま
し
た
。

竹
島
全
島
は
、
暖
帯
林
特
有

の
照
葉
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
、
い

わ
ゆ
る
タ
ブ
型
森
林
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
高
木
層
に
は
タ
ブ

ノ
キ
の
他
に
も
モ
チ
ノ
キ
・
ヒ

メ
ユ
ズ
リ
ハ
・
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ

な
ど
が
多
く
、
さ
ら
に
島
を
囲

む
波
打
ち
際
上
部
の
急
斜
面
に

は
、
マ
サ
キ
・
ト
ベ
ラ
群
落
が

成
立
し
て
い
ま
す
。
樹
下
に
は

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど

や
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
サ
ネ
カ

ズ
ラ
な
ど
の
蔓
植
物
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
特
に
林
床
に
サ
カ

キ
カ
ズ
ラ
・
カ
ゴ
ノ
キ
・
キ
ノ

ク
ニ
ス
ゲ
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
キ
ノ
ク
ニ
ス
ゲ
は
竹
島

が
日
本
に
お
け
る
分
布
の
北
限

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
植
物
分

布
上
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
６５
科
・
２
３

８
種
類
の
高
等
植
物
の
自
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
島
視
察
の
後
、
愛
知
県
西

尾
市
方
面
に
向
か
い
、
会
員
２

名
の
圃
場
を
視
察
・
見
学
し
た

の
ち
解
散
し
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

夏
季
研
修
会
報
告

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

加
藤

一
巳

（
㈲
辰
巳
園
・
鳥
取
県
）

テ
ー
マ：

『
周
防
大
島
の
地
域

振
興
を
学
ぶ
』

日
程：

８
月
２６
日
（
火
）
〜
２７

日
（
水
）

場
所：

山
口
県
周
防
大
島

ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、
元

電
力
会
社
勤
務
の
オ
ー
ナ
ー
が

妻
の
実
家
の
あ
っ
た
、
周
防
大

島
で
開
業
し
た
ジ

ャ
ム
専
門
店
。
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ

ャ
ム
の
美
味
し
さ

が
評
判
に
な
っ

て
、
訪
れ
る
人
が

後
を
た
た
な
い
。

通
販
で
も
ジ
ャ
ム

の
販
売
を
行
っ
て

い
る
が
決
し
て
安

く
は
無
い
ジ
ャ
ム

だ
が
、
売
り
切
れ

る
人
気
商
品
。
同

時
に
、
材
料
を
島
内
か
ら
調
達

し
て
、
加
工
も
一
貫
し
て
行
っ

て
お
り
、
雇
用
の
面
で
も
地
域

経
済
に
貢
献
し
て
い
る
。

藻
谷
浩
介
氏
の
「
里
山
資
本

主
義

日
本
経
済
は
「
安
心
の

原
理
」
で
動
く
」
で
も
紹
介
さ

れ
、
地
域
経
済
再
生
の
成
功
例

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。訪

れ
た
の
は
平
日
で
し
た

が
、
満
席
で
し
た
。
現
在
、
敷

地
内
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培

も
行
っ
て
い
て
ジ
ャ
ム
に
加
工

し
て
い
た
。

実
際
に
、
ジ
ャ
ム
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
も
出
さ
れ
て
い
て
食

べ
て
み
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
甘

さ
を
抑
え
、
素
材
の
味
が
美
味

し
い
ジ
ャ
ム
で
し
た
。
島
の
特

産
で
あ
る
柑
橘
類
の
ジ
ャ
ム
は

も
と
よ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使

っ
た
焼
き
ジ
ャ
ム
と
い
っ
た
新

し
い
、
ス
タ
イ
ル
も
人
気
が
あ

る
よ
う
で
す
。

山
崎
浩
一
氏
（
有
限
会
社
ち

ど
り
代
表
取
締
役
／
（
一
社
）

周
防
大
島
観
光
協
会
会
長
）、

と
江
良
正
和
氏（（
一
社
）
周
防

大
島
観
光
協
会
事
務

局
長
）
の
お
二
人

に
、
周
防
大
島
の
経

済
、
観
光
等
に
つ
い

て
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

本
土
と
は
橋
で
つ

な
が
っ
て
い
る
周
防

大
島
町
で
す
が
、
産

業
は
漁
業
、
農
業
観

光
が
柱
で
す
。

し
か
し
、
高
齢

化
、
過
疎
化
を
受
け

て
地
域
産
業
は
停
滞
か
ら
、
衰

弱
に
移
行
す
る
中
、
新
た
な
産

業
と
し
て
観
光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。ご

自
身
も
�
料
理
人
�
と
言

わ
れ
る
山
崎
社
長
は
、
島
内
だ

け
で
な
く
本
土
、
広
島
市
に
も

独
自
の
店
舗
展
開
を
行
い
、
島

へ
の
観
光
流
入
に
挑
戦
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
新
商
品
の
開
発
だ

け
で
な
く
、
島
の
財
産
を
再
活

用
し
て
の
宿
泊
施
設
運
営
な

ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
の
商

品
開
発
は
参
考
に
な
り
ま
し

た
。「

太
刀
魚
」
を
使
っ
た
鏡
盛

り
は
、
足
の
速
い
太
刀
魚
を
島

に
来
て
食
べ
て
も
ら
う
工
夫
が

満
載
。
食
も
物
語
を
つ
け
て
発

信
す
る
、
と
、
ま
さ
に
、
植
木

販
売
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
山
崎
社
長
自
ら
、
作
法
に

添
っ
て
調
理
し
て
頂
き
ま
し

た
。古

民
家
を
再
利
用

し
た
旅
館
も
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
業
界
に
留

ま
っ
て
い
る
と
、
業

界
の
理
論
が
、
一
般

ユ
ー
ザ
ー
の
メ
リ
ッ

ト
と
乖
離
し
て
い
く

こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
今
回
の
研
修
で

は
、
ユ
ー
ザ
ー
側
の

視
点
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

通
常
総
会
、
及
び
研
修
会
を
開
催

―
十
一
月
四
日
徳
島
に
て
―

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

平
成
２６
年
１１
月
４
日（
火
）「
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」
に
お

い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催

し
た
。
総
会
参
加
者

水
城
清
志
会
長
始
め

加
藤
一
巳
ブ
ロ
ッ
ク

長
ほ
か
２５
名
が
参
加

し
、
加
藤
一
巳
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
挨
拶
に
続

い
て
来
賓
の
水
城
清

志
会
長
の
祝
辞
を
賜
り
、
恒
例

に
よ
り
加
藤
一
巳
ブ
ロ
ッ
ク
長

議
長
の
元
、
議
事
録
署
名
人
に

㈱
濱
田
樹
苗
園
・
濱
田
秀
蔵

氏
、
高
橋
魁
春
園
・
高
橋
誠
氏

を
指
名
し
、
進
行
し
た
。

◇
議
事
内
容

第
１
号
議
案

加
藤
ブ
ロ
ッ

ク
長
か
ら
２６
年
度
事
業
報
告
が

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

竹
本
祐
子
氏

よ
り
２６
年
の
決
算
報
告
が
な
さ

れ
、
監
査
人
の
監
査
で
正
し
く

会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
報
告
が

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
・
第
４
号
議
案

２７
年
度
の
事
業
計
画
と
２７
年

度
予
算（
案
）報
告
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

◇
本
部
・
各
委
員
会
報
告

水
城
会
長
よ
り
、
国
土
交
通

省
の
道
路
緑
化
基
準
の
改
定
見

通
し
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
な

さ
れ
、
今
後
の

陳
情
予
定
が
説

明
さ
れ
た
。
事

務
局
佐
藤
よ
り

本
部
報
告
が
な

さ
れ
た
。

◇
記
念
講
演
◇

「
徳
島
県
に

お
け
る
エ
コ
ロ

ジ
ー
緑
化
」

講
師：

徳
島
県

自
然
保
護
協
会

会
長

森
本
康

滋
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー

ル：

広
島
大
学

教
育
学
部
卒
。

専
門
は
生
物
、
植
物
生
態
学
、

植
物
社
会
学
。
徳
島
県
立
阿
南

工
業
高
等
学
校
校
長
、
徳
島
県

立
富
岡
西
高
等
学
校
校
長
、
徳

島
県
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー

長
な
ど
歴
任
。
現
在
日
本
生
物

多
様
性
教
育
学
会
徳

島
県
支
部
長
、
国
土

交
通
省
徳
島
環
境
問

題
審
議
委
員
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
の
森
を
創
る

会
会
長
。

「
徳
島
県
に
お
け

る
エ
コ
ロ
ジ
ー
緑

化
」
と
題
し
て
徳
島
県
に
お
け

る
エ
コ
ロ
ジ
ー
緑
化
の
変
遷
や

具
体
的
事
例
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
写
真
で
紹
介
頂
き
、
累
計

８６
カ
所
に
わ
た
り
４
０
１
、８

５
６
本
の
緑
化
の
実
績
を
紹
介

頂
い
た
。

講
演
終
了
後
、
懇
談
会
を
開

催
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で

活
発
な
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。翌

１１
月
５
日
（
水
）
９
時
よ

り
参
加
者
１２
名
が
車
に
分
乗
し

入
田
地
区
の
視
察
を
行
っ
た
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

翌日は入田地区を視察

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

水城会長挨拶

記念講演講師 森本康滋氏
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通
常
総
会
を
開
催

―
十
一
月
七
日
福
岡
県
久
留
米
市
に
て
―

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
二
村
沢
行
氏
、
正
会
員
１

０
４
名
）は
、１１
月
７
日
１５
時
か

ら
福
岡
県
久
留
米
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米
」
に
お

い
て
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催
し

た
。
本
部
か
ら
は
水
城
会
長
、

郡
司
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

総
会
は
、
山
﨑
敬
明
氏
（
福

岡
県
）
の
司
会
に
よ
り
進
行

し
、
二
村
ブ
ロ
ッ
ク
長
挨
拶
、

水
城
会
長
挨
拶
の
後
議
事
に
入

り
、
司
会
は
議
長
に
宮
崎
文
雄

氏
（
福
岡
県
）
を
指
名
し
、
議

長
は
議
事
録
署
名

人
に
後
藤
英
保
氏

（
熊
本
県
）、
西

郷
純
一
氏
（
鹿
児

島
県
）
を
指
名
し

た
後
、
定
足
数
を

出
席
者
５４
名
、
委

任
状
出
席
者
２５
名

の
合
計
７９
名
の
出

席
を
報
告
し
総
会

成
立
を
宣
言
し

た
。
議
事
は
議
案

の
１
号
議
案
平
成

２５
年
度
事
業
報

告
、
２
号
議
案
平

成
２５
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
を
一
括
審
議
し
、
研
修
会

費
予
算
に
関
連
す
る
質
問
と
、

事
業
報
告
に
参
加
者
数
の
記
載

要
請
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
回
答

し
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
第
３

号
議
案
平
成
２６
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
第
４
号
議
案
平
成
２６

年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
一
括
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
。

続
い
て
祝
電
披
露
、
入
退
会

者
報
告
、
本
部
報
告
と
し
て
事

務
局
が
会
員
動
向
、
公
益
目
的

支
出
計
画
の
必
要
性
と
そ
の
内

容
及
び
２５
年
度
支
出
実
績
に
つ

い
て
説
明
し
、
そ
の
後
理
事
、

委
員
会
委
員
か
ら
の
報
告
の

後
、
道
路
緑
化
技
術
基
準
の
改

定
に
つ
い
て
質
問
が
有
り
、
こ

れ
に
会
長
が
回
答
し
了
承
を
得

た
の
ち
、
理
事
会
承
認
を
得
て

協
会
カ
レ
ン
ダ
ー
が
２７
年
用
を

以
っ
て
制
作
中
止
の
方
向
で
あ

る
こ
と
の
報
告
を
し
て
終
了
し

た
。

秋
季
研
修
会
を
開
催

「
一
般
社
団
法
人
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

九
州
支
部
及
び
（
一
社
）
日
本

植
木
協
会

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
研
修
会
」

平
成
２６
年
１０
月
２５
日（
土
）、

両
協
会
員
か
ら
総

勢
３５
名
の
参
加
を

頂
き
産
地
視
察
よ

り
始
ま
っ
た
。
産

地
で
あ
る
小
郡
〜

甘
木
〜
田
主
丸
〜

久
留
米
地
区
を
各

生
産
者
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
な
が

ら
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
員
と
の

意
見
交
換
を
図
り

な
が
ら
の
視
察
。

新
樹
種
や
オ
リ
ー
ブ
の
選
抜
種

に
つ
い
て
も
、
様
々
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
経

緯
の
中
で
の
諸
問
題
や
新
た
な

規
格
外
品
（
物
価
版
未
掲
載

品
）
の
生
産
状
況
と
可
能
性
を

図
り
な
が
ら
の
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
、
両

協
会
で
こ
の
様
な
情
報
交
換
会

を
年
に
３
回
程
度
開
催
し
、
よ

り
当
協
会
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
よ

う
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
閉
会

し
た
。会員動向

訃 報

織田 文様（茨城県）
㈲織田園芸（織田浩之氏母）
平成２６年１２月１７日没
享年７４歳

浅見サキ様（埼玉県）
浅見園芸（浅見幸彦氏母）
平成２６年１２月１９日没
享年９９歳

鈴木昭子様（東京都）
㈲鈴木園（鈴木 博氏母）
平成２７年１月２日没
享年８７歳

高橋善五様（東京都）
高橋園芸（高橋浩久氏父）
平成２６年１２月３１日没
享年７８歳

郡山照雄様（鹿児島県）
郡山養樹園（郡山千晶氏父）
平成２７年１月４日没
享年６４歳

平
成
２６
年
１２
月
１０
日
１４
時
００

分
〜
１５
時
１５
分
に
か
け
て
林
野

庁
造
林
間
伐
対
策
室
長
吉
村
洋

氏
、
課
長
補
佐
粥
川
孝
之
氏
、

造
林
間
伐
対
策
室
資
材
班
重
松

千
晶
氏
の
３
名
と
コ
ン
テ
ナ
部

会
役
員
、
畠
山
氏
、
協
会
事
務

局
全
員
が
参
加
し
懇
談
会
が
開

始
さ
れ
た
。

吉
村
室
長
よ
り
造
林
事
業
の

流
れ
と
林
業
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
の
報
告
が
あ
っ
た
。
特
に

戦
後
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
が
伐
採
出
荷
時
期
を
迎
え
て

い
る
が
、
材
木
の
価
格
が
安
い

事
と
事
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

よ
り
、
森
林
が
放
置
さ
れ
て
い

る
状
況
は
想
像
以
上
に
深
刻
で

あ
る
こ
と
、
人
間
社
会
に
多
く

の
悪
影
響
を
起
こ
し
て
い
る
花

粉
症
の
問
題
を
早
急
に
解
決
す

る
た
め
に
無
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
植
林
が
大
事
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
３２
年
ま
で
に
無

花
粉
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
１
、

０
０
０
万
本
を
植
林
す
る
目
標

の
難
し
さ
を
理
解
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
２７
年
度
種
苗
関
連
補

助
金
予
算
を
増
額
申
請
中
で
あ

る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
林
野

庁
の
今
後
の
対
策
が
窺
え
る
内

容
だ
っ
た
。

林
野
庁
の
報
告
後
、
部
会
員

と
の
質
疑
応
答
は
左
記
。

１
）
林
業
が
儲
か
る
仕
組
み
に

つ
い
て

森
林
・
造
林
事
業
は
国
・

県
の
補
助
金
・
助
成
金
が
７

割
以
上
あ
る
事
、
し
か
し
、

販
売
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
助

成
が
さ
れ
て
い
な
い
。

２
）
残
苗
の
買
い
上
げ
問
題
に

つ
い
て

現
状
は
全
苗
を
買
い
上
げ

る
制
度
で
な
く
、
入
札
で
の

購
入
な
の
で
現
状
は
改
善
さ

れ
な
い
報
告
。

３
）
地
域
間
移
動
制
限
の
問
題

に
つ
い
て

現
状
の
法
律
が
変
更
さ
れ

る
予
定
は
な
い
為
、
指
定
地

域
外
移
動
は

法
に
触
れ
る

報
告
。

４
）
無
花
粉
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ

母
樹
問
題
に

つ
い
て

現
在
は
か

な
り
の
母
樹

が
出
来
、
配

布
が
可
能
で

あ
る
報
告
。

５
）
資
格
の
問

題
に
つ
い
て

森
林
種
苗
法
に
基
づ
く
資

格
に
つ
い
て
、
生
産
者
は
取

得
す
る
必
要
が
有
り
、
今
後

も
変
わ
ら
な
い
報
告
。

６
）
今
回
の
補
助
金
の
特
徴
に

つ
い
て

・
協
議
会
会
議
開
催
費
用
の
補

助
を
行
う
（
会
議
開
催
報
告

書
必
要
）。

・
協
議
会
（
５
戸
以
上
の
生
産

者
で
組
織
す
る
事
）。

・
協
議
会
は
他
府
県
に
ま
た
が

る
生
産
者
構
成
は
考
え
て
い

な
い
為
、
後
日
報
告
が
あ

る
。

そ
の
ほ
か
に
も
質
疑
が
交
わ

さ
れ
た
が
予
定
時
間
が
大
幅
に

過
ぎ
、
懇
談
会
は
終
了
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

林
野
庁
・
コ
ン
テ
ナ
部
会
懇
談
会
報
告

林野庁・造林間伐対策室長による報告

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物
の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

リギダマツは北米東北部（アパラチア山脈周辺）に自生する常緑針
葉樹で、葉が３本束生することからミツバマツの名前もあります。湿
潤地を好みますが耐乾性もあり、潮風にも耐えます。
日本で見られる葉が３本束生する外国産のマツの中では、葉が短

く、幹に曲がりがあり生長が遅いので樹形はクロマツに似ています
が、幹から不定芽が出ることや球果が１０年近く落ちずに長く枝に残る
ことなどから区別は比較的容易です。
リギダマツはマツノザイセンチュウが生息する北米に自生している

ことから強い耐性があり、松枯れ被害の大きな地域でも利用が可能
で、公園緑地や庭園での利用が期待されます。

リギダマツ
Pinus rigida.

（マツ科マツ属）
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タマリュウ・シマトネリコ生産販売

タマリュウ定期便で
いつでも・どこへでもお届けします。

〒893-0013
鹿児島県鹿屋市札元２丁目3727-2
ＴＥＬ : 0994-44-6993
ＦＡＸ : 0994-44-6996
URL  http : //www.tamaryu.jp/
E-mail : net-shop@tamaryu.jp

●ご注文はホームページ、
　電話・FAX・メールでも承ります。

シマトネリコ 30,000株
タマリュウ 60,000マット シャリンバイ（15vp）

30,000ポット直営農場で生産中

3.11 震災復興に向けて

優
秀
・
卓
越
技
能
者
認
定
審
査
小
委
員
会
で
は
、
各
支
部
、
専
門

部
会
か
ら
の
推
薦
者
の
審
査
を
行
い
、
優
秀
技
能
者
を
１３
名
選
出
し

た
。
内
訳
は
、
造
形
仕
上
技
術
３
名
、
育
成
管
理
技
術
８
名
、
育
成

繁
殖
技
術
１
名
、
知
識
植
物
分
類
知
識
１
名
で
あ
っ
た
。

卓
越
技
能
者
（
名
人
）
は
優
秀
技
能
者
の
資
格
取
得
後
５
年
以
上

経
過
し
た
人
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
１１
名
を
選
出
し
た
。
そ
の

後
、
会
長
よ
り
選
出
全
員
が
認
定
さ
れ
た
。
優
秀
・
卓
越
技
能
者
認

定
は
５
年
に
１
度
（
全
国
大
会
時
に
）
行
っ
て
い
る
。

名木認定制度は、最高の技術と長い年月によって育成され、芸術的風格を備えた庭園樹木（造形仕立て物及び自然型仕立物）を「名木」と認定し、その価値
を称賛するとともに、生産技術の継承、生産意欲の新興を図り、ひいては需要の喚起により業界発展の寄与することを目的としています。
名木の対象樹種は、本会会員の所有する中・高木で、販売の意思があり、運搬可能であるものです。
平成２６年度は、関西ブロックを対象に募集を行ったところ８本の応募があり、一次書類選考で５本に絞り、９月１８～１９日の２日間で現地へ赴き２次審査を行

い、申請樹木のうち「品位、風格を有し、社会的希少価値が極めて高いもの」として５本が認定されました。

関西ブロック会員の方々、ご協力ありがとうございました。次年度募集地域は中部ブロックです。中部ブロックの皆様、より多くのご応募をお願い申し上げます。

評 価 対 象

東北地方特有の落葉樹を中心とした育成技術

ケヤキ、コブシ、サクラ落葉高中木の良形仕立

庭園樹造形技術を基礎とした緑化樹木の良形樹育成技術

生理生態熟知のうえ増殖技術

接木技術を生かして、多様な樹種の高品質化を確立

地域特有の造形、仕立技術

豊富な経験により植物全般にわたる生態や知識に優れ、サクラ品種３～４００種の育成管理や挿
木繁殖などで指導力を発揮し支部の活性化に尽力した

グラウンドカバープランツの生理、生態、利用に詳しく、植物の豊富な知識を持ち講演や執筆も
多い

野生植物分類、自然植生

オリーブの DNA検査により識別鑑定し、現在国内に出回っているオリーブ約３０品種の高品質
化栽培を行っている

緑化樹木の高品質育成、特に大径木の整姿剪定等による高品質化

分 類

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

育種繁殖技術

育成管理技術

造形仕立技術

育成管理技術

植物分類等の知識

植物分類等の知識

育成管理技術

育成管理技術

年齢

６３

６７

７０

７６

６７

６３

６４

５９

６９

５３

６２

社 園 名

㈱みちのくビオトープ

㈱ 清 峯 園

㈱ 高 橋 農 園

野 口 造 園

㈲ 須 﨑 園

㈲ 橋 本 植 木

上 田 緑 植 圃

MID 都 市 開 発 ㈱
グリーンソリューション部

グローバルグリーンクニタダ

㈲カジムラファーム

㈲ 野 付 樹 苗 園

氏 名

菅原 豊

阿久津 昌

高橋 武夫

野口 政彦

須﨑 義弘

橋本 良治

酒井 政廣

岡本 能成

國忠 征美

梶村 和男

野付 文由

支 部

岩 手

栃 木

埼 玉

埼 玉

東 京

愛 知

三 重

大 阪

岡 山

福 岡

鹿児島

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

評 価 対 象

ケヤキ、ナツツバキ、シラカシ等の育成管理技術に定評がある

地域の多様性な特性・条件を生かした多品種樹木の育成管理技術を習得。特に落葉所低木類
の育成管理技術に優れている

造園・緑化事業の多様化に伴い植栽需要が増大したコンテナ栽培、マット栽培のグラウンド
カバープランツの安定生産・量産化を確立した

日本の自生植物や海外からの導入された園芸植物まで幅広い分野の植物について知識が豊富
である

イヌマキ、クロマツ等の仕立て技術に優れ、現代的な仕立てを行う。千葉県内の造形技術指
導を行う

ソヨゴの山採り物の育成管理技術と雑木類の自然風仕立・剪定技術に定評がある

プンゲンストウヒ他の仕立造形技術に優れている、コニファー類について苅込、根づくり技
術も良品で定評がある

北山白杉を主とした庭園樹の仕立・造形技術に優れている

マツ、マキ造形仕立技術に優れ、特に雑木の自然風仕立剪定には優れた技術を有する

４０年近くシャリンバイ、ヒラドツツジ等この地（桃山町）の低木生産育成に力を注いでいる

落葉高木、生垣材、グラウンドカバーを生産、最近はスカイペンシルやサクランボ、スモモのエ
スパリなどの独創的な形状の生産に挑戦している。若い従業員に技術の伝承に力を入れている

高冷地を活かしケヤキ、桜類の落葉高木やモミノキ、ドイツトウヒ等の針葉樹の生産を行う

常緑高木の特殊木の生産が長く、注文にこたえられる生産管理は全国トップクラス

分 類

育成管理技術

育成管理技術

育種繁殖技術

植物分類知識

造形仕立技術

育成管理技術

育成管理技術

造形仕立技術

造形仕立技術

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

育成管理技術

年齢

６８

６６

４１

５１

５７

５９

５９

４１

３８

７３

６３

５９

５８

社 園 名

㈲ 横 田 園

㈲ 栗 原 緑 化 園

㈱ 中 村 農 園

㈱ワイズプランツ

㈱ 観 賞 園 緑 化

㈲ 横 田 園

㈲ 春 光 園

西 田 庭 園 材

植 忠

阪 中 緑 化 樹
生 産 セ ン タ ー

㈲ 田 宮 園 芸

㈲フクダイ大分緑化

㈲ 新 地 グ リ ー ン

氏 名

横田 重夫

栗原 武明

中村 健次

山﨑 隆雄

塚本 直三

横田 豊

鈴木 光二

西田 三徳

杉田 晃一

岩井 将己

田宮 義徳

古賀 正一

新地 耕一

支 部

茨 城

埼 玉

埼 玉

埼 玉

千 葉

東 京

東 京

京 都

大 阪

和歌山

鳥 取

大 分

鹿児島

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

優
秀
・
卓
越
技
能
者
認
定
審
査
小
委
員
会

平
成
２６
年
度

特
別
庭
園
樹
木（
名
木
）を
認
定

平
成
２６
年
度
優
秀
技
能
者
１３
名
と
卓
越
技
能
者（
名
人
）１１
名
を
認
定

アカマツ（天目松）
樹高 ３．５m
幹周 ０．７m（芝付き）
枝張 ３．２m
樹 形 仕立て
推定樹齢 ８０年
認定番号 １４２８０５

中島清昭 氏
兵庫県伊丹市

平成２６年度認定「卓越技能者（名人）」

平成２６年度認定「優秀技能者」

クロマツ
樹高 ４．５m
幹周 １．２m（芝付き）
枝張 ４．０m
樹 形 仕立て
推定樹齢 １８０年
認定番号 １４２８０４

中島農園㈱ 中島宏明 氏
兵庫県伊丹市

北山ダイスギ
樹高 ６．０m
幹周 １．５m（芝付き）
枝張 ２．５m
樹 形 株立ち 仕立て
推定樹齢 ２００年
認定番号 １４２６０３

木村農園 木村 靖 氏
京都府右京区

イヌマキ
樹高 ６．５m
幹周 １．９m（芝付き）
枝張 ８．０m
樹 形 仕立て
推定樹齢 ３００年
認定番号 １４２５０２

㈱中西園材 中西 肇 氏
滋賀県守山市

アカマツ
樹高 ６．０m
幹周 １．９m（芝付き）
枝張 ４．５m
樹 形 直幹 仕立て
推定樹齢 １５０年
認定番号 １４２５０１

㈱中西園材 中西 肇 氏
滋賀県守山市
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